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３章 クロス集計結果・分析 
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１ クロス集計の手順 

 
児童生徒・保護者について、それぞれの質問間の関連を見るために、クロス集計を

行った。ただし、すべての項目での組み合わせでは膨大な数になることから、一人一

人の回答を得点化し、その得点の状況により回答者を４つのグループに分けて行った。 

 

手順を具体的に説明する。 

(1) 「Ⅰ 家庭でのしつけに関すること」、「Ⅱ ルールやマナーについての善悪の判断

に関すること」について、それぞれの回答選択肢の番号を得点とし、Ⅰでは 19 項

目、Ⅱでは 16 項目のすべてを合計し、一人一人の得点とする。 

 

(2) 質問内容のまとまりごとに、児童生徒・保護者とも、得点が低い方から（その傾

向が高い方から）４つのグループに分ける。（得点による４分位法） 

児童生徒のⅠを例に、その方法を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢の番号を得点とみなし、質問内容のまとまりごとにすべての項目の得点を

合計する。 

すべて「１」であれば、合計得点は「19」 

  

 

 

すべて「４」であれば、合計得点は「76」 
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1 1 2 3 4 1 2 3 4

2 1 2 3 4 1 2 3 4

3 1 2 3 4 1 2 3 4

家族そろって食事をする

②

番
　
号

　　　　項　目

自分で起床する

①

Ⅰ　下の１から19のことについて、あてはまる番号に○をつけてください。

　①１から19のことが家庭で話題になったり、家の人から言われたりすることがどれ
　　くらいありますか。
　②あなたは、そのことがどれくらいできていますか。

毎日、朝食を食べる

18 1 2 3 4 1 2 3 4

19 1 2 3 4 1 2 3 4物を大切にする

お金を大切にする

19～32（14 点幅）→グループ１ 

62～76（15 点幅）→グループ４ 

47～61（14 点幅）→グループ３ 

33～46（14 点幅）→グループ２ 
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  Ⅰでは最小 19・最大 76、Ⅱでは児童生徒が最小 16・最大 64、保護者が最小 16・

最大 48 となり、例えば、児童生徒のⅠ－①では、値が小さいグループ１ほど｢言わ

れる｣という傾向が高く、逆に値が大きいグループ４ほどその傾向が低いことを表し

ている。 

 

(3) 同様に、他の質問内容のまとまりについても４つのグループに分ける。 

 

（ ）内は得点の幅を示している 

(4) 児童生徒のⅢ(1)、Ⅲ(2)については、４つあるいは２つの選択肢の番号をそのま

ま得点とする。 

 

(5) これらについて、１つのまとまりあるいは項目とその他すべてのまとまりや項目

とクロス集計を行う。児童生徒と保護者の間でのクロス集計は、同一家庭の児童生

徒と保護者で行っている。 

 

 

 

 

 
「保護者Ⅰ－①しつけに関することを話す頻度」×「児童生徒Ⅱ－①悪いと思う程度」の例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

グループ 
児童生徒・保護者 

Ⅰ①・Ⅰ② 

児童生徒 

Ⅱ①・Ⅱ② 

保護者 

Ⅱ①・Ⅱ② 

１ 

２ 

３ 

４ 

19～32(14) 

33～46(14) 

47～61(15) 

62～76(15) 

16～27(12) 

28～39(12) 

40～51(12) 

52～64(13) 

16～23(8) 

24～31(8) 

32～39(8) 

40～48(9) 
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悪い

話す頻度が  
高いグループ  

話す頻度が  
低いグループ  

保護者が話す頻度が高い家庭

で、子どもの規範意識が高いグ

ループ（数字は該当する人数）

保護者が話す頻度

が高い家庭で、子ど

もの規範意識がや

や低いグループ  

話す頻度のグループ

４の人数は６人しか

いないので、信頼性は

低い。このような場合

は、重視しない。  

※ クロス集計結果の見方 
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２ クロス集計の結果 

 
 
 
 
 

(1)「保護者Ⅰ－①しつけに関することを話す頻度」×「児童生徒Ⅰ－②しつけに関するこ

とができている程度」 

 
家庭でのしつけに関することを、保護

者が、その必要性や大切さを子どもに話

したり、言って聞かせたりしているグル

ープの家庭では、児童生徒がしつけに関

することが「できている」と回答してい

る割合が高く、しつけが身に付いている

傾向がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2)「保護者Ⅰ－①しつけに関することを話す頻度」×「児童生徒Ⅱ－①悪いと思う程度」 

 
家庭でのしつけに関することを、保護

者が、その必要性や大切さを子どもに話

したり、言って聞かせたりしているグル

ープの家庭では、児童生徒が、Ⅱの項目

のような行為について「悪い」と回答し

ている割合が高く、規範意識が高い傾向

がある。 
 
 
 
 
 
 
 

家庭でのしつけについて必要性や大切さを言って聞かせている家庭では、子どもにし

つけが身に付いており、規範意識が高い傾向がある。 

児Ⅰ-②
保Ⅰ-① 1 2 3 4 総計

1 163 244 25 1 433
2 72 131 26 2 231
3 9 44 8 61
4 2 2 2 6

総計 246 421 61 3 731
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児Ⅱ-①
保Ⅰ-① 1 2 3 4 総計

1 316 100 17 433
2 155 64 8 4 231
3 34 23 4 61
4 3 2 1 6

総計 508 189 30 4 731
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(3)「保護者Ⅱ－①自分の子どもに注意すること」×「児童生徒Ⅰ－②しつけに関すること

ができている程度」 

 
Ⅱの項目のような行為を自分の子ども

がしたときに注意をすると回答した割合

が高いグループの家庭では、児童生徒が

しつけに関することが「できている」と

回答している割合が高く、しつけが身に

付いている傾向がある。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(4)「保護者Ⅱ－①自分の子どもに注意すること」×「児童生徒Ⅱ－①悪いと思う程度」 

 
Ⅱの項目のような行為を自分の子ども

がしたときに注意をすると回答した割合

が高いグループの家庭では、児童生徒が

それらの行為について「悪い」と回答し

ている割合が高く、規範意識が高い傾向

がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保護者から注意される子は、子どもにしつけが身に付いており、規範意識が高い傾向

がある。 

児Ⅱ-①
保Ⅱ-① 1 2 3 4 総計

1 493 176 28 4 701
2 11 10 2 23
3 4 2 6
4 1 1

総計 508 189 30 4 731
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児Ⅰ-②
保Ⅱ-① 1 2 3 4 総計

1 238 403 57 3 701
2 6 14 3 23
3 2 4 6
4 1 1

総計 246 421 61 3 731
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(5)「児童生徒Ⅲ(2)家族の注意に納得できること」×「児童生徒Ⅰ－②しつけに関するこ

とができている程度」 
 

家族からの注意や意見に納得できるこ

とが多いグループは、しつけに関するこ

とが「できている」と回答している割合

が高く、しつけが身に付いている傾向が

ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6)「児童生徒Ⅲ(2)家族の注意に納得できること」×「児童生徒Ⅱ－①悪いと思う程度」 

 
家族からの注意や意見に納得できるこ

とが多いグループは、児童生徒が、Ⅱの

項目のような行為について「悪い」と回

答している割合が高く、規範意識が高い

傾向がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家族からの注意や意見に納得できる子は、しつけが身に付き、規範意識も高い傾向が

ある。 

児Ⅰ-②
Ⅲ（２） 1 2 3 4 総計

1 195 247 17 1 460
2 51 174 44 2 271

総計 246 421 61 3 731
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児Ⅱ-①
Ⅲ（２） 1 2 3 4 総計

1 356 89 13 2 460
2 152 100 17 2 271

総計 508 189 30 4 731
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(7)「児童生徒Ⅰ－②しつけに関することができている程度」×「児童生徒Ⅱ－①悪いと思

う程度」 
 

しつけに関することができているグル

ープは、Ⅱの項目のような行為について

「悪い」と回答している割合が高く、規

範意識が高い傾向がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(8)「児童生徒Ⅰ－②しつけに関することができている程度」×「児童生徒Ⅱ－②他人の行

動に対していやな気がする程度」 

 
しつけに関することができているグル

ープは、Ⅱの項目のような行為をする人

がまわりにいたらどう思うかという問い

に、「いやな気がする」と回答している割

合が高く、規範意識が高い傾向がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

しつけが身に付いている子は、規範意識が高い傾向がある。 

児Ⅱ-①
児Ⅰ-② 1 2 3 4 総計

1 217 27 1 1 246
2 264 134 23 421
3 26 27 6 2 61
4 1 1 1 3

総計 508 189 30 4 731
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児Ⅱ-②
児Ⅰ-② 1 2 3 4 総計

1 188 52 5 1 246
2 164 207 42 8 421
3 23 19 16 3 61
4 2 1 3

総計 375 280 63 13 731
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